
外国人観光客の急な傷病対応において役立つ観光事業者の知識や準備
〜受入れ事例を交え、医療機関の視点から〜

• 中部徳洲会病院の病院概要

• 当院の外国人患者受入れ環境

• 外国人患者数

• 外国人患者事例報告

医療法人徳洲会 中部徳洲会病院
国際医療支援部
比嘉 周作



Tokushukai Group 74病院、308施設

当院は徳洲会グループ21番目
の病院として設立されました。

※2022年12月1日現在



沖縄県にある徳洲会グループ 5病院・8診療所

※ 2022年12月1日現在

5 病院

8 診療所中部徳洲会病院

南部徳洲会病院

宮古島徳洲会病院

石垣島徳洲会病院
北谷病院



年 月      沿 革

1988/4 中部徳洲会病院開院（沖縄市） 許可病床（150床）

1988/7 許可病床200床に変更

1988/12     許可病床300床に変更

2000/4 厚労省指定臨床研修病院承認

2005/8 ㈶日本病院機能評価機構 Ver.4.0認定

2010/9 ㈶日本病院機能評価機構 Ver.6.0認定

2011/3 許可病床319床に変更

2014/6 許可病床331床に変更

2016/4 新築移転（沖縄市から北中城村へ）

2016/10  ㈶日本病院機能評価機構 3rdG:Ver.1.1認定

2017/2    JCI認証（Ver.5）

2017/4 許可病床347床に変更

2020/2 JCI認証更新（Ver.6）

2020/9 許可病床368床に変更（コロナ特例病床21床）

2022/5   ㈶日本病院機能評価機構 3rdG:Ver.2.0認定

2022/7    許可病床398床に変更（コロナ特例病床21床）

中部徳洲会病院の歴史



生命を安心
して預けられる病

院

徳洲会の理念・使命

「いつでも、どこでも、誰でもが最善の医療を
受けられる社会」の実現

健康と生活を守る
病院

“生命”だけは平等
だ

【理念の実行方法】

① 年中無休・24時間オープン

② 入院保証金・総室（大部屋）の室料差額冷暖房費一切無料

③ 健康保険の３割負担金も困っている人には猶予する。

④ 生活資金の立替・貸与をする。

⑤ 患者さまからの贈り物は一切受け取らない。

⑥ 医療技術・診療態度の向上にたえず努力する。



診療科目：    
内科・呼吸器内科・循環器内科・消化器内科・血液内科・腎臓内科・脳神経内科・
ペインクリニック内科・外科・呼吸器外科・心臓血管外科・消化器外科・乳腺外科・
小児外科・気管食道外科・肛門外科・整形外科・脳神経外科・形成外科・膵臓外科・
リウマチ科・ペインクリニック外科・小児科・皮膚科・泌尿器科・産婦人科・
婦人科・眼科・耳鼻咽喉科・リハビリテーション科・放射線科・病理診断科・
臨床検査科・救急科・泌尿器科（人工透析）・麻酔科・歯科口腔外科 37診療科

病院サービス①



健診センター

リラックスして健康診断を受診頂けるゆとりある待合スペース



血液浄化センター

40台の透析コンソール完備



当院の外国人患者受入環境

• JMIP認証病院（2021年更新済み）

•院内通訳者：計10名（英語：8名 中国語：1名 韓国語：1名）

•医療通訳技能検定保持者：計5名

•院内通訳タブレット12台完備（医療通訳可）

•院内のサインの多言語化

•各種同意書・説明書の多言語化

• 5社の大手海外保険取り扱いあり

•緊急時、24時間オンコール対応可能



院内掲示物の多言語化



当院救急外来の規定

•救急外来である為、専門の先生による診療では無く、
応急対応となります。

•応急対応となる為、処方は3日分までとなります。

•専門の診療科ではない為、診断書の発行が出来ません。

•救急車受入れ等も行っている為、待ち時間が発生しま
す。

•緊急性の有無により、診察の順番が前後致します。



診療費計算と海外保険取り扱い

• 「日本国籍（在留資格含む）を有さず、日本国内で有効な公的健康保
険を有しない患者様」につきましては医療費を1点20円にて計算。

※診断書等の書類は英訳のみ対応とし、通常の倍の金額が発生。

• 取り扱いのある海外保険

・Tricare

・Cigna

・Aetna

・GeoBlue

・Blue Cross Blue Shield

※海外保険の利用は当院が支払保証書を受領した上で利用可能となります。



外国人患者様受入れの現状
（2023年1月～5月）



滞在形態別患者割合（2023.1）

在
留
735

在沖外国人 513

米軍属及び家族 160

米軍人及び家族 48

県外在住外国人 9

その他 4

不明 1

訪
日
11

観光客 11

ビジネス 0

検診目的訪日 0

治療目的訪日 0

在留

98.5%

訪日

1.5%

滞在形態-在留・訪日



滞在形態別患者割合（2023.2）

在
留
664

在沖外国人 459

米軍属及び家族 136

米軍人及び家族 60

県外在住外国人 0

その他 9

不明 0

訪
日
22

観光客 22

ビジネス 0

検診目的訪日 0

治療目的訪日 0

在留

96.8%

訪日

3.2%

滞在形態-在留・訪日



滞在形態別患者割合（2023.3）

在
留
845

在沖外国人 579

米軍属及び家族 180

米軍人及び家族 70

県外在住外国人 6

その他 10

不明 0

訪
日
17

観光客 15

ビジネス 2

検診目的訪日 0

治療目的訪日 0

在留

98.0%

訪日

2.0%

滞在形態-在留・訪日



滞在形態別患者割合（2023.4）

在
留
728

在沖外国人 478

米軍属及び家族 166

米軍人及び家族 73

県外在住外国人 4

その他 6

不明 1

訪
日
27

観光客 26

ビジネス 1

検診目的訪日 0

治療目的訪日 0

在留

96.4%

訪日

3.6%

滞在形態-在留・訪日

人間ドック×１名



滞在形態別患者割合（2023.5）

在
留
739

在沖外国人 494

米軍属及び家族 164

米軍人及び家族 65

県外在住外国人 8

その他 7

不明 1

訪
日
33

観光客 33

ビジネス 0

検診目的訪日 0

治療目的訪日 0

在留

95.7%

訪日

4.3%

滞在形態-在留・訪日

旅行透析×１名
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観光外国人患者数推移

外国人患者総数 観光客数（ビジネス含む）



アメリカ, 24%

香港, 22%

韓国, 20%

台湾, 16%

中国, 6%

英国, 3%

その他, 9%

2023年1月-5月 観光客患者割合（国別）



救急科

55%

小児科

22%

内科

4%

皮膚科

3%

整形外科

3%

その他

13%

2023年1月-5月 観光客患者割合（診療科別）



発熱

38%

整形疾患

12%

消化器疾患

12%

外科疾患

8%

皮膚疾患

6%

泌尿器疾患

5%

その他

19%

2023年1月-5月 観光客患者割合（疾患別）

成人：60％ 小児：40％
医療費平均：￥40,248



中国語

44%

英語

34%

韓国語

21%

スペイン語

1%

2023年1月-5月 観光客患者割合（言語別）

※中国語＝北京語、広東語、台湾語含む



事例紹介

※個人情報取扱の観点より、患者情報を一部変更しております。



★事例1

•フィリピンからの旅行者（50代男性）

•海外旅行保険無し

•区分：外来

【背景】

発熱、蕁麻疹、悪寒を主訴に当院救急外来受診。血液検査にて、
高度の黄疸、腎機能障害、肝機能障害があり、なんらかの感染
症によって起因していると予測し入院加療が望ましい状況。

しかし、海外旅行保険の加入無く、医療費が支払い出来ない理
由にて、自国フィリピンでの治療を希望されており、症状悪化
時は命に関わる可能性があると説明した上で、早期帰国を提案
した。



★事例2

•台湾からの旅行者（50代女性）

•海外旅行保険無し

•医療費：520万円

•区分：入院（9日間）

【背景】

沖縄を観光中、突然胸部痛、心窩部痛、背部痛を自覚し、当院
救急外来を受診。検査にて急性大動脈解離の診断となり、緊急
手術。その後、集中治療室にて加療。患者様の入院期間に国内
外の各損害保険会社と提携を結んでいる医療アシスタンス会社
と連携を取り、退院時に本国から看護師を手配頂き、帰国のサ
ポートを行った。

【支払い】

本国にご家族がいるが、生活に余裕が無く、１度で全額お支払
いが出来ない。その為、約5年間の分割支払いを約束し、完済。



事例から見えてくるもの



★事例3

•ハンガリーからの旅行者（60代女性）

•海外旅行保険有り

•医療費：110万円

•区分：入院（7日間）

【背景】

沖縄にて観光中、耳鳴りと視界不良を主訴に当院へ救急搬送。
画像検査にて脳梗塞の診断。薬物療法にて入院加療。再発リス
クが低くなった時点で退院となる。退院後2日目に帰国となった。

【支払い】

母国にて加入された海外保険会社より、日本の医療アシスタン
ス会社へ取り次ぎ、介入頂く。免責金額はあるものの、未収無
く帰国へとつなぐ事が出来た。



医療機関を受診する前に
知っておいて欲しいこと！

①医療機関の受診は急に必要になるケースがほとんどです。

万が一に備えた医療保険の加入をお勧め致します。

観光庁にて海外旅行保険の加入推奨するチラシなど確認を！

②観光事業者または外国人観光客双方にて、沖縄県インバウンド医

療対応多言語コールセンターを有効に活用し、おきなわ医療通訳

サポートセンターにて事前に外国人受け入れ可能病院を把握して

もらうことでよりスムーズな受診が可能となります。

③医療機関受診の際はパスポート、保険証券カード等を携帯し、

いつでも確認できるようご準備ください。

④医療機関によっては通訳者の同行が必要となる場合があるため、

事前に医療機関へお問合せ下さい。その際に各医療機関の規定

（救急外来の待ち時間発生や処方日数等）についても併せてご確認く

ださい。



ご清聴ありがとうござ
いました。


